
山里

４月８日にスタートした一学期が終了しました。今年度はアフターコロナ元年として以前までおこなって

きた校内外の行事も再開され、大変充実した１学期となりました。終業式では、「命を大切にすることにつ

いて」お話をしました。また、各学年代表の児童より「１学期を振り返って」の発表がありました。 

今回の夏休みは近年の猛暑による熱中症などの心配を考慮し、３２日間の長い夏休みとなります。この間

地域のお祭りやイベントなどが行われることと思われますが、安全に十分気を付けて楽しい夏休みにしてく

ださい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

水泳の授業にご協力をいただきありがとうございました。 

本校は小規模の学校で教職員数も少なく、水泳の授業の指導・監視

体制に苦慮しておりました。そこで今年度より、保護者・地域の方に

水泳の授業中の監視ボランティアを募集したところたくさんの方より

ご協力をいただきました。おかげさまで事故なく授業を終えることが

できました。心より感謝申し上げます。改めて東郷地区の皆様に支え

ていただいていることのありがたさを実感いたしました。 

や     ま       ざ     と 
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1学期 76日間が終わりました

終業式の学校長の話 

今日で一学期が終わりますが、何日あったかわかりますか？答えは 76 日で

す。みんなにとってどんな一学期でしたか。今、各学年の代表のみなさん

が、1 学期頑張ったことを発表しました。楽しかったこと、嬉しかったこ

と、できるようになったことなど一学期の頑張りがよく伝わってきました。

ところで始業式に校長先生が話した「みんなに頑張ってほしいこと」をおぼ

えていますか。それは「挑戦すること」でした。この一学期に自分で挑戦で

きたことがある人は手を挙げてみましょう。たくさんの手が挙がってうれし

いです。大切なことは挑戦してうまくできなくてもあきらめないことです。

「エジソン」の話を思い出してください。エジソンは一万回挑戦したのでし

たね。これからのみなさんの挑戦を楽しみにしています。 

さて、明日から夏休みです。一番楽しみなことは何ですか。海や山に行く

人もいるでしょう。遠くに旅行をする人もいるでしょう。また、地域のお祭

りもありますね。楽しみですね。 

そこで、校長先生と一つだけ約束をしてください。それは「命を大切にす

る」ということです。人の命は一度なくなると、もう二度と戻ることはあり

ません。ゲームのようにリセットはできません。夏休みは楽しいことがいっ

ぱいで心がうきうきして、注意が疎かになってしまいます。楽しいことには

危険がつきものです。プールや海、川の事故、交通事故、熱中症などに十分

注意して自分の命を自分で守ってください。 

 これから始まる 32 日間の夏休みを安全に過ごして、一回り成長した姿で 2

学期に会えることを楽しみにしています。 


